
パイオニアエコサイエンス株式会社 / サナテックシード株式会社

代表取締役会長 竹下 達夫

ゲノム編集トマトと消費者コミュニケーション

2022.10.31

フードテックを活用した新しいビジネスモデル実証に対する支援事業

フードテック オープンイノベーションセミナー



2つのイノベーション

プロダクト先行イノベーション
└ペニシリンの発見（偶発性が製品に）

プロセスイノベーション（CRISPR/Cas9）
└プロダクトを導くプロセスの革命

（交配育種 → ゲノム編集）



ゲノム編集トマト（SRHG）

メディア・消費者はどう受容するか？

消費者のメリットは？

顧客は誰か？



従来型「種子」ビジネス

◆農家・スーパーへの説明責任

◆トレーサビリティとラベリング問題

種苗
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生産物
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の の違い

メディア ー 個別に掘り下げた報道ではない

Stakeholders Needs

農家 ー 収量性・病虫害・売り先

スーパー ー 売り易い商品

消費者 ー 多様なニーズが混在



小売店舗（スーパー）の問題点

消費者の「意思決定時点」と「購入時点」が同じ
VS

インターネットの購入パターン

消費者が「欲しい」と思う商品を
常に売っているとは限らない

ゲノム食品（種子）の科学的根拠を
分かりやすく説明できない



我々のアプローチ ①初期動作

家庭菜園＝農家＋消費者（Prosumer）

苗の無償配布による消費者兼農家のモニタリング
真のメディア（4,000人に苗を無償配布）

LINEによる栽培指導と相互・多方向
コミュニケーション

『育てるひろば』に（1,166名参加）



LINEによる相互・多方向コミュニケーションで学んだこと

顧客に対するPush型コミュニケーションでない
「協働」「共創」のマーケッティングを学んだ

血圧・睡眠に関する意外なほどの
好反応な事例（レポート）が多かった

ハイギャバトマトのファンクラブ的な
コミュニティーが形成された



我々のアプローチ ②青空トマト学園

家庭菜園 ↔ D2Cの青果・加工品販売に着手
『青空トマト学園』…健やかマルシェ

消費者
契約栽培
農家

種 子

全量買付

【D2C】
パイオニア
エコサイエンス

モニタリング（血圧・睡眠）



まとめ

ゲノム編集種子（機能性）
＋

インターネット（スマホ/タブレット等モバイル機器）の
『常時接続性』

・消費者ダイレクトの共創関係
・消費者の「選択の自由」と「安全」を担保する

＜＜どんな形質を作り出すかが鍵＞＞



健やかマルシェ ・ 育てる広場

栽培指導→CX戦略

家庭菜園4,000人に苗を無償提供
（2021～）

サナテックシード

機能的差別化戦略

・トマト品種の多様化（カラフル）

・高機能（健康・美容）品種

・高糖度品種

・D2C ビジネスモデル

消費者

・高GABAで世界をリード

・2大ゲートキーパーなし
（農協・農家＋スーパー）

・利益の源泉は種子ビジネスではない
（ゲノム種子は最大の差別化起爆要因である）

我々のアプローチ 全体図

パイオニアエコサイエンス

D2C（販売）
青果物・粉末
ジュレ・ピューレ

契約農家

ストーリー

共感（SNS/UGC）

～家庭菜園の新しいビジネスモデル～
（20**～）

Web購入

（常時接続）

実質社会受容

ビジネス

実質社会受容

加工原料



シシリアンルージュ
ハイギャバ関連
事例掲載①

<Financial Times>

Top Stories



シシリアンルージュハイギャバ関連 掲載②

～The writer, a former head of the Number 10 Policy Unit, is a Harvard senior fellow～
A tomato has just gone on sale in Japan which ten years ago would have made me squeamish but now makes me grin at the sheer 

wondrousness of human ingenuity. The Sicilian Rouge High GABA tomato is the world’s first food whose genes have been edited using CRISPR-

Cas 9 technology — in this case, to provide more of the GABA amino acid which apparently lowers blood pressure. It’s already being grown by 

thousands of Japanese gardeners, who probably guess that decades of traditional selective breeding techniques couldn’t have achieved this 

result with such precision.

Japan is not a cowboy nation. Its regulators are treading carefully, and insist on clear labelling. But with this tomato, they have just leapt ahead in 

a global race. I have no idea if the Sicilian Rouge can be a substitute for statins.

As the Japanese tomato was unveiled, Professor Sophien Kamoun of the Sainsbury lab sent an anguished tweet. “This really upsets me,” he 

wrote. “We were among the very first to develop the tech in plants, so much potential, so many opportunities.” Unless the UK moves much faster, 

we will see our inventions being commercialised elsewhere and imported back to us. Whether or not you fancy a gene-edited tomato, our lunch is 

already being eaten by other nations.


